第86回関東学生陸上競技対校選手権大会　前半結果

5月12日（土）・13日（日）　国立競技場

【第1日目】

200ｍ予選　　　　瀬戸口直雅（2年）　　22秒49（+0.2）

400ｍＨ予選　　　山田雄貴（1年）　　　55秒58　　　　　自己ベスト

4×100ｍＲ予選　 白井信考（1年）・奥野達也（3年）・山田雄貴（1年）

　　　　　　　　　瀬戸口直雅（2年）　　42秒21

円盤投　　　　　　本橋知己（4年）　　　28ｍ30

· 200ｍ瀬戸口は緊張感からか硬い走りであったが、それでもこのタイム。組が違っていれば準決勝進出。来年は短距離のエースとなるだろう。400ｍＨ山田は入学直後のこの時期に自己ベスト！ハードリングが非常に上手く将来性を感じさせる走りであった。来年は決勝進出間違いなし！4×100ｍＲは1年生主体のチームで出場49校中11番目の記録で決勝進出まであと一歩であった。間違いなく2・3年後は上位入賞できるチームになる！円盤投本橋は調整不足が否めない。4日目の砲丸投に期待。

【第2日目】

4×400ｍＲ　　　細澤和真（2年）・瀬戸口直雅（2年）・斉藤敦士（4年）

　　　　　　　　池田泰明（3年）　　　　3分18秒73

· ハンマー投　　　木戸勇輔（1年）　　　　35ｍ49

· 4×400ｍＲは想定とおりの素晴らしい走りであった。アンカー池田が気負いすぎて最後に失速したがこれも想定内であった。彼にとっては良い勉強だ。4×100ｍＲ同様2・3年後に途轍もないチームになる。主将で3走を走った斉藤にとって関東インカレは終ってしまったが、貴重なものを残してくれた。今日の涙は明日へのエネルギーになる。ハンマー投木戸は投げる度に成長している。1浪して入学後わずかの期間で標準記録を突破し、出場したことに今回は価値がある。身体をしっかり創っていけばそれだけで来年は入賞できる選手となるだろう。

2日間終了し入賞者はゼロであるが、監督としては非常に満足している。1・2年生主体の若いチームであるにもかかわらず、大半の選手が決勝進出へあと一歩の結果を出している。そして一番頼もしく思えるのが、皆の志が非常に高い点にある。

こんな気持ちになるのは6・7年ぶり、その当時はその3年後に4×100ｍＲで優勝し全日本進出を果たし、4×400ｍＲで3位となった。今回はそれ以上のスケールとなるだろう。

＝速報＝

山本健介（2年）が槍投げで佐賀県選手権優勝！！

～昨年の国体選考優勝の加え名実ともに佐賀県チャンピオンとなる～

5月13日（日）佐賀県陸上競技場において開催された佐賀県選手権大会において山本健介（2年）が槍投げで見事優勝を飾りました。この結果、昨年の国体選考大会の優勝に加え名実ともに佐賀県チャンピオンとなり今年の国体佐賀県代表の有力候補となりました。山本は5月18日（金）の関東インカレ3日目に出場予定です。

　［佐賀県選手権大会］　　5月13日（日）　佐賀県陸上競技場

　　　槍投　　　山本健介（2年）　　　58ｍ82　　　優勝

· 昨年絶好調であった山本は先週までの記録会では絶不調であった。5月4日の試合では50ｍにすら到達できなかった。余りにもひどかった為5日に私とマンツーマンで村山グラウンドにおいて投げ込みを行い、そこで投げる瞬間にヘッドアップしていることを発見、それを指摘しただけですぐに矯正してくれた。そこに彼の能力の高さがある。この優勝ですっかり自信を取り戻しただろう。本日の最後の投擲ではファールながら63ｍ近くの投擲をしている。

PAGE  
18

